
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １０１ 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよう。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒に

感じよう。 

・体育の授業を通して、運動をする・観る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあった

スポーツライフを考えてみよう。 

・体育理論の授業を通して、スポーツ活動の合理的な動き、練習方法などを理解し生涯的な活動に

つなげていく。 

 

２ 学習の到達目標 

知識・技能：各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解す

るとともに技能を身に付けるようにする。 

思考・判断・表現：運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に

向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。 

主体的に学習に取り組む態度：生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と

体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

運動の合理的、計画的な実

践を通して、運動の楽しさ

や喜びを深く味わい、生涯

にわたって運動を豊かに継

続することができるように

するため、運動の多様性や

体力の必要性について理解

しているとともに、それら

の技能を身につけている。 

生涯にわたって運動を豊か

に継続するための課題を発

見し、合理的、計画的な解決

に向けて思考し判断すると

ともに自己や仲間の考えた

ことを他者に伝え、共有し自

分の思考に適切に組み入れ

る。 

生涯にわたって継続して運

動に親しむために、運動にお

ける競争や協働の経験を通

して、公正に取り組む、互い

に協力する、自己の責任を果

たす、参加する 1人 1人の違

いを大切にしようとすると

ともに、健康・安全を確保し

ている。 

各観点において、１～３学期の評価を基に 100 点法で学年末の評点を算出し、次の A,B,C の 3 段階で

評価をする。その歳、それぞれの観点が１：１：１の比率になるように配慮する。また各学期の１～

3 学期の評点を基に 100点法で学年末の評点を算出し、次の 5 段階で評価する。5 段階で評価をする。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 
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学 

期 

 

 

体

操

マ

ッ 

ト 

・体つくり運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マット運動 

背中をマットに接して回転 

手や足の支えで回転 

倒立など 

a:体ほぐし運動、体力を高める運

動の理解度、動きのスキルテスト

を通じて自己に適した体ほぐし

を知る。 

ｂ：ねらいや体力の程度を踏ま

え、自己や仲間と課題を確認し合

い、理解している。 

ｃ：体つくり運動の学習に主体的

に取り組もうとしている。また、

仲間に課題を伝え合うなど、互い

に助け合い、教え合おうとしてい

る。また、1人 1人の違いに応じ

た動きなどを大切にしている。 

 

a:技がよりよくできたり自己や

仲間の課題を解決したりするな

どの多様な楽しさや味わい、技の

名称や行い方、体力の高め方、課

題解決の方法、発表の仕方などを

理解するとともに、自己に適した

技で演技すること 

b:ねらいや体力の程度を踏まえ、

自己や仲間の課題に応じた強度、

時間、回数、頻度を設定している。

また、課題を解決するために仲間

と話し合う場面で、合意形成する

ための関わり方をみつけ、仲間に

伝えている。 

c:マット運動の学習に主体的に

取り組もうとしている。仲間に課

題を伝え合うなど、互いに助け合

い教え合おうとしている。1 人 1

人の違いに応じた動きなどを大

切にしている。 

 

 

観察 

ワークシ

ート 

技 能 テ

スト 

観察 

ワークシ

ート 

パフォ

ーマン

ス課題 

観察 

ワークシ

ート 

 

柔

道  

男

子 

礼法 

基本動作 

受け身 

寝技 

立ち技 

a:柔道について、勝敗を競ったり

自己や仲間の課題を解決したり

するなどの多様な楽しさや喜び

を味わい、伝統的な考え方、技の

名称や見取り稽古の仕方、体力の

高め方、課題解決の方法、試合の

観察 

ワークシ

ート 

技 能 テ

スト 

観察 

ワークシ

ート 

パフォ

ーマン

ス課題 

観察 

ワークシ

ート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

仕方などを理解するとともに、得

意技などを用いた攻防を展開す

ること 

ｂ：生涯にわたって運動を豊かに

継続するための自己や仲間の課

題を発見し、合理的、計画的な解

決に向けて取り組みを工夫する

とともに自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えている。 

ｃ：武道に主体的に取り組むとと

もに相手を尊重し、礼法などの伝

統的な行動の仕方を大切にしよ

うとすること、役割を積極的に引

き受け自己の責任を果たそうと

すること、一人一人の違いに応じ

た課題や挑戦を大切にしようと

することなどや健康や安全を確

保している。 

サ
ッ
カ
ー 

・ボールフィーリング 

・リフティング 

・パス 

・ドリブル 

・シュート 

・ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:勝敗を競ったりチームや自己

の課題を解決したりするなどの

多様な楽しさや喜びを味わい、技

術などの名称や行い方、体力の高

め方、課題解決の方法、競技会の

仕方などを理解するとともに、作

戦や状況に応じた技能で仲間と

連係しゲーム展開している。 

b:生涯にわたって運動を豊かに

継続するためのチームや自己の

課題を発見し、合理的、計画的な

解決に向けて取り組み方を工夫

するとともに、自己やチームの考

えたことを他者に伝えている。 

c:サッカーに主体的に取り組む

とともにフェアプレイを大切に

しようとすること、合意形成に貢

献しようとすること、1人 1人の

違いに応じたプレイなどを大切

にしようとすること、互いに助け

合い高め合おうとすることなど

や、健康・安全を確保している。 

観察 

ワークシ

ート 

技 能 テ

スト 

観察 

ワークシ

ート 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

観察 

ワークシ

ート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

水
泳 

女
子
１
学
期
・男
子
２
学
期 

 
 

クロール 

平泳ぎ 

 

 

a:記録の向上や競争及び自己の

仲間の課題を解決するなどの多

様な楽しさや喜びを味わい、技術

の名称や行い方、体力の高め方、

課題解決の方法、競技会の仕方な

どを理解するとともに自己に適

した泳法の効率を高めて泳いで

いる。 

ｂ：生涯にわたって運動を豊かに

継続するための自己や仲間の課

題を発見し、合理的、計画的な解

決に向けて取り組み方を工夫す

るとともに、自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えている。 

C:水泳に主体的に取り組むとと

もに、勝敗などを冷静に受け止

め、ルールやマナーを大切にしよ

うとすること、役割を積極的に 

引き受け自己の責任を果たそう

とすること、1人 1人の違いに応

じた課題や挑戦を大切にしよう

とすることなどや水泳の事故防

止に関する心得を遵守するなど

健康・安全を確保している。 

観察 

ワークシ

ート 

技 能 テ

スト 

観察 

ワークシ

ート 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

観察 

ワークシ

ート 

 

体
育
理
論 

ダ
ン
ス 

 
女
子 

・スポーツにおける技能と体

力 

・スポーツにおける技術と戦

術 

 

 

 

 

a：技能と体力の関係について学

び、それらを高めるときの練習方

法を知る。 

b：学びから自分の身近な活動に

ついて考えを深めていく。 

c：教科書を使って自ら学習する

ことで、自学の成果を知る。 

 

考査 

 

考査 

活 動 状

況 

考査 

態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期
ダ
ン
ス 

女
子 

 
 

 
 

２ ダンス 

創作ダンス 

リズムダンス 

 

 

 

 

 

 

a:感じを込めて踊ったり仲間と

自由に踊ったり、自己や仲間の課

題を解決するなどの多様な楽し

さや喜びを味わい、ダンスの名称

や用語、文化的背景と表現の仕

方、交流や発表の仕方、課題解決

の方法、体力の高め方などを理解

するとともに、それぞれ特有の表

現や踊りを身に付けて交流や発

表をしている。 

ｂ：生涯にわたって運動を豊かに

継続するための自己や仲間の課

題を発見し、合理的、計画的な解

決に向けての取り組み方を工夫

するとともに、自己や仲間の考え

たことを他者に伝えている。 

C:ダンスに主体的に取り組むと

ともに、互いに共感し高め合おう

とすること、合意形成に貢献しよ

うとすること、1人 1人の違いに

応じた表現や役割を大切にしよ

うとすることなどや、健・康安全

を確保している。 

観察 

ワークシ

ート 

技 能 テ

スト 

観察 

ワークシ

ート 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

観察 

ワークシ

ート 

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

 

パス 

ドリブル 

シュート 

１対１ 

２対２ 

３対３ 

ゲーム 

a:勝敗を競う楽しさや喜びを味

わい、技術の名称や行い方、体力

の高め方、運動観察の方法などを

理解するとともに、作戦に応じた

技能で仲間と連係しゲームを展

開している。 

ｂ：攻防などの自己やチームの課

題を発見し、合理的な解決に向け

て運動の取り組み方を工夫する

とともに、自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えている。 

C:自主的に取り組むとともに、フ

ェアなプレイを大切にしようと

すること、作戦などについての話

し合いに貢献しようとすること、

互いに助け合い教え合おうとす

ることなどや健康・安全を確保し

ている。 

観察 

ワークシ

ート 

技 能 テ

スト 

観察 

ワークシ

ー 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

観察 

ワークシ

ート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２ 

学
期 

陸
上
（
短
距
離
・
リ
レ
ー 

・５０ｍ走 

スタート 

中間疾走 

フィニッシュ 

・リレー 

バトンパス 

コーナーリング 

 

a:記録の向上や競争の楽しさや

喜びを感じ、技術の名称や行い

方、体力の高め方、運動観察の方

法などを理解するとともに、各種

目特有の技能を身に付けている。 

ｂ：動きなどの自己や仲間の課題

を発見し、合理的な解決に向けて

運動の取り組み方を工夫すると

ともに、自己の考えたことを他者

に伝えている。 

C：短距離走・リレーに自主的に

取り組むとともに、勝敗などを冷

静に受け止め、ルールやマナーを

大切にしようとすること、自己責

任を果たそうとすること、一人一

人の違いに応じた課題や挑戦を

大切にしようとすることなどや、

健康や安全を確保している。 

 

技 能 テ

スト 

観察 

ワークシ

ー 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

観察 

ワークシ

ート 

体
育
理
論 

・技能の上達過程と練習 

・効果的な動きのメカニズ

ム 

a：技能と体力の関係について学

び、それらを高めるときの練習方

法を知る。 

b：学びから自分の身近な活動に

ついて考えを深めていく。 

c：教科書を使って自ら学習する

ことで、自学の成果を知る。 

 

考査 

 

考査 

活 動 状

況 

考査 

態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

３ 

学
期 

陸
上 

長
距
離 

 a:ペースの変化に対応して走り

記録の向上や競争及び自己や仲

間の課題を解決するなどの多様

な楽しさや喜びを味わい、体力の

高め方、課題解決の方法、競技会

の仕方などを理解するとともに、

持久走特有の技術を身に付けて

いる。 

b:生涯にわたって運動を豊かに

継続するための自己や仲間の課

題を発見し、合理的、計画的な解

決に向けて取り組み方を工夫す

るとともに、自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えている。 

c:長距離走に主体的に取り組む

とともに勝敗などを冷静に受け

止め、ルールやマナーを大切にし

ようとすること、１人１人の違い

に応じた課題や挑戦を大切にし

ようとすることなどや健康・安全

を確保している。 

 

観察 

ワークシ

ート 

技 能 テ

スト 

観察 

ワークシ

ー 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

観察 

ワークシ

ート 

体
育
理
論 

・体力トレーニング 

・運動やスポーツでの安全の

確保 

a：技能と体力の関係について学

び、それらを高めるときの練習方

法を知る。 

b：学びから自分の身近な活動に

ついて考えを深めていく。 

c：教科書を使って自ら学習する

ことで、自学の成果を知る。 

 

 

考査 

 

考査 

活 動 状

況 

考査 

態度 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


